
　電力中央研究所（東京都千代田区、各務
正博理事長、 ）はこのほど都
内で 震災対応報告会 を開いた。
電中研は震災直後から、これまでに蓄積し
てきた技術的な知見をもって復旧・復興を
支援してきた。 年 月には「震災対応
報告会」を開き、東北地方太平洋沖地震に
起因する原子力災害の収束に向けた活動の
成果や途中経過を主に報告。今回は電力施
設が地震・津波に備えるための課題を整理
し、関連する研究の進捗状況と今後の方向
性について紹介した。

一般財団法人電力中央研究所震災対応報告会Ｐａｒｔ�「地震・津波に対して電力施設の備えをどうすべきか」

活
断
層
の
評
価
高
度
化
を

誘発地震のメカニズムと断層活動性の評価個別報告２

上田　圭一地球工学研究所地圏科学領域上席研究員

　
地
球
工
学
研
究
所
地
圏
科
学
領
域

上
田
圭
一
上
席
研
究
員
は
「
誘
発
地

震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
断
層
活
動
性
の

評
価
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
究
を
報

告
し
た
。

　
原
子
力
発
電
所
な
ど
の
重
要
構
造

物
の
耐
震
設
計
や
津
波
対
策
を
立
て

る
際
の
土
台
と
な
る
の
は
、
活
断
層

の
抽
出
や
連
動
性
評
価
。
そ
の
た

め
、
こ
れ
ら
の
評
価
手
法
の
高
度
化

が
非
常
に
重
要
な
課
題
と
し
、
震
災

の
後
に
起
き
た
２
０
１
１
年
４
月

日
の
誘
発
地
震
で
生
じ
た
湯
ノ
岳
断

層
な
ど
を
対
象
に
し
た
研
究
の
状
況

を
紹
介
。
調
査
に
よ
る
と
湯
ノ
岳
断

層
の
活
動
間
隔
は
約
４
万
―

万
年

と
、
通
常
の
断
層
よ
り
活
動
間
隔
が

長
い
と
推
定
さ
れ
る
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
断
層
の
詳
細
な
調
査
の

た
め
に
は
、
巨
大
地
震
に
よ
っ
て
大

規
模
の
誘
発
地
震
が
生
じ
る
可
能
性

が
あ
る
地
域
を
予
め
解
明
す
る
必
要

が
あ
る
。
だ
が
、
断
層
の
上
に
適
切

な
年
代
の
堆
積
物
が
分
布
し
な
い
地

域
で
は
そ
の
判
断
が
困
難
。
ひ
と
つ

の
試
み
と
し
て
、
断
層
周
辺
の
岩
盤

が
弱
く
、
変
形
し
た
ゾ
ー
ン
で
、
石

英
内
部
の
開
口
し
た
割
れ
目
の
密
度

の
状
態
か
ら
断
層
の
活
動
性
を
客
観

的
に
評
価
で
き
る
と
指
摘
し
、
よ
り

定
量
的
な
評
価
手
法
の
開
発
に
向
け

た
研
究
を
進
め
た
い
と
し
て
い
る
。

被
害
推
定
シ
ス
テ
ム
の
活
用

電力流通設備の早期復旧のためのリアルタイム地震防災技術の現場適用個別報告５

朱牟田善治地球工学研究所地震工学領域上席研究員

　
地
球
工
学
研
究
所
地
震
工
学
領
域

朱
牟
田
善
治
上
席
研
究
員
は
「
電
力

流
通
設
備
の
早
期
復
旧
の
た
め
の
リ

ア
ル
タ
イ
ム
地
震
防
災
技
術
の
現
場

適
用
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
究
を
報

告
し
た
。

　
電
中
研
が
電
力
会
社
と
共
同
で
開

発
し
た
地
震
被
害
推
定
シ
ス
テ
ム

Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｅ
ｒ

を
東
日
本
大
震

災
で
実
際
に
活
用
し
た
こ
と
に
焦
点

を
当
て
、
被
災
し
た
現
場
で
ど
う
役

立
っ
た
か
を
紹
介
。
同
シ
ス
テ
ム
は

電
中
研
の
サ
ー
バ
ー
に
気
象
庁
な
ど

の
地
震
情
報
を
受
信
す
る
と
、
電
力

会
社
に
設
置
し
て
い
る
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
被
害
推
定
シ
ス
テ
ム
に
地
震
の
デ

ー
タ
を
送
り
、
電
力
会
社
の
持
つ
巡

視
情
報
や
停
電
情
報
と
合
わ
せ
て
、

電
柱
の
被
害
数
な
ど
未
巡
視
地
域
の

被
害
状
況
を
推
定
。
そ
の
被
害
の
規

模
感
の
共
有
の
ほ
か
、
人
員
、
資
材

の
配
置
判
断
の
基
礎
資
料
、
巡
視
地

域
の
優
先
順
位
判
断
支
援
な
ど
に
活

用
で
き
、
早
期
復
旧
を
支
援
す
る
。

　
同
シ
ス
テ
ム
を
試
験
運
用
中
に
震

災
が
発
生
。
こ
の
時
は
ネ
ッ
ト
環
境

が
途
絶
し
た
が
、
入
手
情
報
を
手
動

で
入
力
し
て
被
害
推
定
を
実
施
。
推

定
地
域
と
実
際
の
被
害
発
生
地
域
が

ほ
ぼ
一
致
し
た
。
作
業
班
の
人
員
配

置
な
ど
最
適
な
復
旧
計
画
の
策
定
に

効
果
を
発
揮
し
た
と
い
う
。

建
屋
の
配
置
が
被
災
に
影
響

電力施設の津波被災に関する数値シミュレーションの適用性と展開個別報告４

石川　智巳地球工学研究所構造工学領域上席研究員

　
地
球
工
学
研
究
所
構
造
工
学
領
域

石
川
智
巳
上
席
研
究
員
は
「
電
力
施

設
の
津
波
被
災
に
関
す
る
数
値
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
適
用
性
と
展
開
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
研
究
を
報
告
し

た
。

　
今
回
の
津
波
で
生
じ
た
個
々
の
電

力
施
設
の
被
災
状
況
を
解
説
。
そ
れ

を
踏
ま
え
、
電
中
研
で
保
有
す
る
津

波
対
策
に
活
用
で
き
る
数
値
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
紹
介
し
た
。

　
こ
の
技
術
は
発
電
所
内
に
流
入
す

る
津
波
の
氾
濫
流
が
、
建
屋
や
燃
料

タ
ン
ク
に
ど
の
よ
う
な
圧
力
が
か
か

る
か
を
解
析
す
る
。
こ
の
技
術
を
も

っ
て
、
建
屋
な
ど
の
構
造
物
の
配
置

状
況
に
よ
っ
て
、
発
電
所
内
に
進
入

し
て
き
た
津
波
の
挙
動
が
大
き
く
変

わ
っ
て
く
る
こ
と
を
示
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
震
災
で
倒
壊
が
起

き
た
送
電
鉄
塔
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
の
鉄
塔
の
耐
風
研
究
で
蓄
積
し

た
技
術
を
応
用
し
、
津
波
に
よ
る
挙

動
解
析
も
実
施
し
た
。
た
だ
、
こ
れ

ら
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
考
慮

で
き
て
い
な
い
要
素
も
あ
る
と
い

う
。
大
量
の
土
砂
を
含
む
高
濃
度
濁

質
流
動
や
、
構
造
物
と
流
体
の
連
成

影
響
、
漂
流
物
の
揺
動
、
な
ら
び
に

構
造
物
へ
の
衝
突
評
価
を
組
み
込
む

こ
と
が
、
今
後
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
技
術
の
課
題
で
あ
る
と
し
た
。

２
段
階
の
津
波
高
さ
に
対
応

津波の沿岸部および陸上部での挙動の評価個別報告３

松山　昌史地球工学研究所流体科学領域上席研究員

　
地
球
工
学
研
究
所
流
体
科
学
領
域

松
山
昌
史
上
席
研
究
員
は
「
津
波
の

沿
岸
部
お
よ
び
陸
上
部
で
の
挙
動
の

評
価
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
究
を
報

告
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
発
電
所
埋
立
地
に
お

け
る
津
波
の
挙
動
や
、
地
形
に
よ
っ

て
到
達
し
た
津
波
の
挙
動
が
ど
の
よ

う
に
変
わ
る
か
に
つ
い
て
、
電
中
研

で
保
有
す
る
数
値
計
算
技
術
や
水
理

実
験
技
術
の
紹
介
も
交
え
て
説
明
。

そ
の
上
で
、
今
後
の
津
波
対
策
の
方

向
性
と
し
て
、
２
段
階
の
津
波
の
高

さ
に
対
応
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

　
ま
ず
「
基
準
津
波
」
と
い
う
あ
る

程
度
の
高
さ
の
津
波
を
設
定
し
、
発

電
所
な
ど
の
重
要
設
備
へ
の
浸
水
を

許
さ
な
い
よ
う
、
防
潮
堤
や
冷
却
系

機
器
の
耐
水
性
向
上
な
ど
の
ハ
ー
ド

的
な
も
の
で
対
応
す
る
。
一
方
で
基

準
津
波
を
超
え
る
こ
と
も
必
ず
あ
り

得
る
と
い
う
観
点
に
立
つ
こ
と
も
、

今
回
の
震
災
で
得
た
非
常
に
重
要
な

教
訓
と
指
摘
。
原
子
力
発
電
所
で
は

基
準
津
波
を
超
え
る
も
の
が
来
た
時

に
も
備
え
、
電
源
確
保
や
、
建
屋
の

水
密
性
の
向
上
、
重
要
機
器
の
防
水

な
ど
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
し

た
。

　
こ
の
基
準
津
波
を
ど
う
定
義
す
る

か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
議
論
が
続
い

て
い
る
と
い
う
。

開
会
挨
拶

技
術
の
原
点
に
立
ち
返
っ
て

理
事
長
各
務
正
博

　
電
力
技
術
は
人
間
が
生
み

出
し
た
技
術
の
中
で
も
飛
躍

的
な
進
歩
、
発
展
を
と
げ
て

き
た
も
の
の
、
そ
の
歴
史
は

わ
ず
か
１
０
０
年
、
原
子
力

技
術
に
至
っ
て
は

年
あ
ま

り
し
か
な
い
。農
業
、牧
畜
と

い
っ
た
何
千
年
の
歴
史
が
あ

る
産
業
に
比
べ
れ
ば
、
電
気

事
業
自
体
も
ま
だ
ま
だ
若
い

産
業
と
言
え
る
。
今
回
の
未

曾
有
の
震
災
、
事
故
か
ら
の

教
訓
を
生
か
す
た
め
に
も
、

改
め
て
土
木
技
術
の
原
点
に

立
ち
返
り
提
示
さ
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
整
理
し
、
そ

の
解
決
に
臨
む
こ
と
の
重
要

性
と
私
ど
も
の
そ
の
こ
と
に

対
す
る
覚
悟
を
お
伝
え
で
き

れ
ば
幸
い
と
思
っ
て
い
る
。

リスクを的確に評価、多様な防護が必要

金
谷
守
地
球
工
学
研
究
所
長
上
席
研
究
員

基調報告
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
電
力
施
設
の
被
害
状
況
と
浮
か
び
上
が
っ
た
技
術
課
題

　
発
電
施
設
の
震
災
被
害
の
主
な
原

因
は
地
震
動
に
よ
る
も
の
と
津
波
に

よ
る
も
の
に
分
け
ら
れ
る
。
原
子
力

発
電
所
で
は
津
波
の
浸
水
に
よ
り
、

電
源
や
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
損
傷

し
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
は

大
き
な
事
故
に
つ
な
が
っ
た
。
同
原

発
の
地
震
動
の
被
害
は
明
確
に
な
っ

て
い
な
い
が
、
敷
地
内
に
あ
る
外
部

電
源
用
変
電
設
備
が
一
部
破
損
し
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
火
力
発
電
所
に
つ
い
て
も
、
津
波

に
よ
る
被
害
が
大
き
く
、
太
平
洋
沿

岸
の
発
電
所
の
多
数
が
被
災
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
被
害
を
概
観
し
て
得
ら

れ
た
主
な
教
訓
は
、
原
子
力
発
電
所

に
つ
い
て
は
想
定
を
超
え
る
よ
う
な

自
然
現
象
に
対
す
る
安
全
性
評
価

と
、
事
故
を
生
じ
な
い
た
め
の
多
重

・
多
様
防
護
の
必
要
性
が
挙
げ
ら
れ

る
。

　
一
方
、
火
力
発
電
所
は
、
今
回
の

地
震
の
よ
う
に
一
度
に
多
数
機
が
停

止
状
態
に
陥
る
可
能
性
、
い
わ
ゆ
る

広
域
災
害
が
想
定
さ
れ
る
場
合
の
供

給
力
確
保

Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
視
点
か
ら

の
地
震
・
津
波
対
策
が
求
め
ら
れ
る

可
能
性
が
浮
か
ん
だ
。

　
次
に
地
震
や
津
波
に
備
え
る
た
め

の
研
究
開
発
の
方
向
性
を
説
明
す

る
。
ま
ず
、
将
来
起
こ
り
う
る
地
震

・
津
波
と
い
っ
た
自
然
事
象
を
よ
り

正
確
に
予
測
し
、
地
震
・
津
波
に
対

す
る
安
全
性
評
価
や
設
計
に
つ
な
げ

る
と
い
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　
こ
の
予
測
と
は
予
知
で
は
な
く
、

地
震
や
津
波
が
発
生
す
る
と
し
た
場

合
、
ど
の
程
度
の
地
震
動
が
生
じ
、

ど
の
程
度
の
津
波
が
生
じ
る
か
を
予

測
す
る
こ
と
。
こ
れ
は
サ
イ
エ
ン
ス

の
分
野
の
技
術
開
発
に
相
当
す
る
が

こ
の
研
究
成
果
を
安
全
性
評
価
や
設

計
に
つ
な
が
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　
発
電
施
設
・
設
備
に
関
し
て
は
、

想
定
を
超
え
る
自
然
事
象
で
も
深
刻

な
事
故
に
至
ら
な
い
よ
う
、
ア
ク
シ

デ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
安
全

確
保
を
図
る
こ
と
が
技
術
開
発
の
大

き
な
方
向
性
と
考
え
て
い
る
。
原
子

力
発
電
所
の
複
雑
な
設
備
の
リ
ス
ク

を
的
確
に
評
価
し
、
安
全
上
の
弱
点

を
見
出
し
、
多
種
多
様
な
防
護
を
施

す
と
い
う
シ
ス
テ
ム
評
価
が
重
要
に

な
る
。

　
シ
ス
テ
ム
評
価
で
は
、
地
震
動
や

津
波
な
ど
の
外
力
の
発
生
頻
度
と
そ

の
大
き
さ
を
評
価
す
る
ハ
ザ
ー
ド
、

建
物
や
土
木
構
造
物
、
機
器
な
ど
の

耐
力
を
あ
わ
せ
て
評
価
す
る
。
こ
こ

で
重
要
な
の
は
耐
力
評
価
の
部
分
。

地
震
に
対
し
て
機
器
や
構
造
物
が
機

能
を
維
持
す
る
限
界
や
裕
度
は
ど
れ

ぐ
ら
い
か
、
ま
た
、
津
波
の
流
体
力

や
、
津
波
に
対
す
る
限
界
や
裕
度
は

ど
の
く
ら
い
か
な
ど
を
評
価
し
、
実

際
に
実
証
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
シ
ス
テ
ム
回

線
を
通
じ
て
、
ハ
ザ
ー
ド
評
価
と
と

も
に
、
発
電
所
の
安
全
性
評
価
や
対

策
と
い
っ
た
ア
ク
シ
デ
ン
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
反
映
さ
れ
る
。

　
自
然
災
害
研
究
は
課
題
が
境
界
領

域
に
存
在
し
、
解
決
に
は
広
い
視
野

と
総
合
力
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
。

理
学
、
工
学
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
連

携
、
融
合
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
電

中
研
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
研
究

者
が
連
携
し
て
課
題
解
決
に
向
け
て

技
術
開
発
を
進
め
、
未
曾
有
の
大
震

災
を
教
訓
に
、
堅
固
で
柔
軟
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
給
構
造
の
形
成
を
目
指
し

て
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

被
害
を
的
確
に
予
測
、
対
策
提
案

専
務
理
事
新
田
明
人

閉
会
挨
拶

　
私
ど
も
は
震
災
を
踏
ま
え

全
研
究
課
題
を
大
幅
に
見
直

し
た
。
リ
ス
ク
の
最
適
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
確
立
を
研
究
の

第
一
の
柱
に
す
え
、
研
究
課

題
を
再
構
成
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
事
象
に
対
し
リ
ス
ク
の

要
因
を
正
確
に
把
握
し
、
被

害
を
的
確
に
予
測
し
、
適
切

な
対
策
法
を
提
案
し
た
い
。

電
中
研
は
４
月
か
ら
一
般
財

団
法
人
と
し
て
新
た
な
ス
タ

ー
ト
を
切
っ
た
。
電
気
事
業

の
共
同
研
究
機
関
で
あ
り
、

社
会
に
貢
献
す
る
学
術
研
究

機
関
と
い
う
こ
と
に
変
わ
り

は
な
い
。
電
力
施
設
を
念
頭

に
置
い
た
研
究
だ
が
、
こ
の

成
果
は
一
般
社
会
に
も
役
立

つ
と
考
え
て
い
る
。

大
鳥
靖
樹
地
球
工
学
研
究
所
上
席
研
究
員

確率論的な安全性評価を重点的に研究

電
力
施
設
の
地
震
・
津
波
に
対
す
る
課
題
と
今
後
の
研
究
開
発

総括報告
　
電
力
施
設
や
設
備
の
地
震
・
津
波

対
策
の
課
題
と
今
後
の
研
究
開
発
に

つ
い
て
、
具
体
事
例
を
交
え
て
お
話

し
す
る
。

　
施
設
や
設
備
の
地
震
に
対
す
る
安

全
性
を
評
価
す
る
に
は
震
源
を
設
定

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
距

離
減
衰
式
や
断
層
の
モ
デ
ル
な
ど
を

用
い
て
揺
れ
を
評
価
す
る
。
こ
の
地

震
力
に
対
し
て
施
設
、
設
備
の
設
計

や
安
全
性
評
価
を
行
う
。
今
回
の
震

災
を
踏
ま
え
る
と
、
外
力
に
対
し
て

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
施
設
や
設
備
に
対

し
て
は
変
形
や
機
能
と
い
っ
た
指
標

が
重
要
に
な
る
と
考
え
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
指
標
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て

な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

　
特
に
、
ど
れ
ぐ
ら
い
大
き
な
外
力

に
施
設
、
設
備
が
耐
え
ら
れ
る
の
か

と
い
う
論
点
に
つ
い
て
は
、

Ｇ
で

揺
ら
す
こ
と
が
で
き
る
共
震
振
動
台

を
新
た
に
導
入
し
て
研
究
を
推
進
す

る
。
原
子
力
関
係
の
重
要
機
器
が
正

常
に
稼
働
す
る
限
界
の
加
速
度
が
い

く
つ
に
な
る
か
を
解
明
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
。

　
次
に
津
波
に
関
連
す
る
研
究
開
発

に
つ
い
て
お
話
し
す
る
。
津
波
も
地

震
と
同
様
に
津
波
が
引
き
起
こ
す
地

点
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ

か
ら
伝
播
す
る
津
波
の
伝
播
解
析
を

実
施
し
、
津
波
堆
積
物
や
歴
史
記
録

も
参
考
に
し
て
津
波
の
高
さ
を
評
価

す
る
。
こ
れ
を
も
と
に
津
波
に
よ
っ

て
施
設
や
設
備
に
働
く
外
力
を
算
定

し
、
施
設
や
設
備
の
応
力
を
求
め
て

安
全
性
を
評
価
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
今
回
の
津
波
被
害
を
踏
ま
え
る

と
、
外
力
で
は
波
力
に
加
え
、
漂
流

物
の
衝
突
力
や
津
波
の
継
続
時
間
、

施
設
や
設
備
の
側
で
は
変
形
、
機
能

維
持
、
水
密
性
と
い
っ
た
指
標
が
重

要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後

は
、
津
波
漂
流
物
、
構
造
物
連
成
解

析
等
の
開
発
を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
津
波
氾
濫
流
水
路
を
導
入

し
、
巨
大
な
津
波
を
再
現
し
な
が

ら
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
た

い
。
こ
の
津
波
氾
濫
流
水
路
は
今
回

の
津
波
を
可
能
な
限
り
再
現
で
き
る

よ
う
に
設
計
を
進
め
て
い
る
。
水
タ

ン
ク
の
位
置
が
流
水
路
よ
り
高
い
位

置
に
あ
り
、
こ
こ
か
ら
一
気
に
水
を

流
す
こ
と
で
、
流
れ
の
速
い
津
波
を

長
時
間
継
続
し
て
再
現
で
き
る
。
こ

の
設
備
で
今
回
の
津
波
の
強
力
な
破

壊
力
が
電
力
施
設
や
設
備
に
与
え
る

デ
ー
タ
を
取
得
し
て
い
き
た
い
。

　
次
に
想
定
を
超
え
る
自
然
事
象
に

対
す
る
安
全
性
確
保
に
関
す
る
研
究

を
紹
介
す
る
。
地
震
や
津
波
に
対

し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
対
応
で
重

大
被
害
に
至
ら
な
い
よ
う
対
策
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
特
に
原
子
力
で
は

従
来
の
決
定
論
的
手
法
に
加
え
、
確

率
論
的
手
法
が
ひ
と
つ
の
有
力
な
ツ

ー
ル
に
な
る
。

　
確
率
論
的
安
全
性
評
価
は
簡
単
に

言
う
と
、
複
数
の
部
品
や
コ
ン
ポ
ー

ネ
ン
ト
で
出
来
て
い
る
シ
ス
テ
ム
の

相
対
的
に
弱
い
部
分
を
特
定
す
る
た

め
の
手
法
だ
。
外
力
評
価
、
耐
力
評

価
、
ハ
ザ
ー
ド
評
価
を
も
と
に
全
体

シ
ス
テ
ム
を
解
析
し
、
安
全
上
の
弱

点
を
見
つ
け
出
す
。
そ
の
結
果
に
基

づ
き
、
補
強
や
安
全
対
策
を
行
い
、

再
度
、
耐
力
評
価
、
シ
ス
テ
ム
解
析

を
行
う
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
を
継
続
的

に
ま
わ
し
て
安
全
性
、
信
頼
性
の
向

上
が
可
能
に
な
る
。
こ
の
確
率
論
的

な
安
全
性
評
価
を
重
点
的
に
研
究

し
、
従
来
の
決
定
論
的
な
手
法
と
の

融
合
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。

地震発生メカニズムの解明と電力施設に対する設計地震動の設定個別報告１
非
常
に
複
雑
な
断
層
破
壊

芝　良昭地球工学研究所地震工学領域上席研究員

　
地
球
工
学
研
究
所
地
震
工
学
領
域

芝
良
昭
上
席
研
究
員
は
「
地
震
発
生

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
と
電
力
施
設
に

対
す
る
設
計
地
震
動
の
設
定
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
研
究
を
報
告
し
た
。

　
ま
ず
、
今
回
の
地
震
の
特
徴
と
、

震
源
で
ど
の
よ
う
な
破
壊
過
程
が
あ

っ
た
の
か
を
説
明
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
今
回
の
地
震
の
震
源
で
破
壊
さ

れ
た
領
域

す
べ
り
領
域

は
お
よ

そ
２
０
０

×
２
０
０

。
本
来

な
ら
ば
初
め
に
す
べ
り
が
生
じ
て
破

壊
さ
れ
る
震
源
付
近
の
領
域
が
、
周

囲
に
比
べ
て
遅
れ
て
滑
り
出
す
非
常

に
複
雑
な
断
層
破
壊
過
程
を
生
じ
た

こ
と
。
津
波
の
波
源
域
は
海
溝
軸
に

近
く
て
浅
い
一
方
、
強
震
動
を
生
成

し
た
の
は
、
よ
り
陸
域
に
近
い
深
部

領
域
だ
っ
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
っ
た

と
い
う
。

　
今
後
、
重
要
構
造
物
の
耐
震
安
全

性
評
価
で
は
、
今
回
の
地
震
と
同
ク

ラ
ス
の
超
巨
大
地
震
を
想
定
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
国
内
で

十
分
な
観
測
デ
ー
タ
が
あ
る
超
巨
大

地
震
は
こ
の
地
震
だ
け
。
そ
の
た

め
、
こ
の
地
震
の
研
究
成
果
を

他

地
域
に
水
平
展
開
す
べ
き
「
共
通
の

知
見
」

こ
の
地
域
の
特
徴
に
よ
る

と
思
わ
れ
る
「
固
有
の
知
見
」
、
な

ら
び
に

他
地
域
で
よ
り
深
く
考
慮

を
す
べ
き
「
追
加
の
知
見
」
に
知
見

を
分
類
す
る
こ
と
が
重
要
と
指
摘
し

て
い
る
。

昨年の震災対応報告会に続き今回は、電力施設の備え
に関して報告した（東京 内幸町、イイノホール

（ ） 【特別企画】 ２０１２年 平成２４年 ６月６日 水曜日 　　


